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ITER用電子サイクロトロン加熱/電流駆動用
水平ポートランチャーは、2018年にランチャー
保守作業員のアクセス通路を確保する目的で、

導波管及びミラーの位置を変更する設計変更

が求められ、設計変更をしつつ最終設計レビュ

ーに向けた最終化作業に取り組んでいる。 
図１に全体図を示す。上段、中段、下段の三つ

に分かれており、格段には8本の内径50mmの導
波管が接続される。ジャイロトロンの出力は単

管1MW、ランチャーの入口では0.83MWとなり
計20MWの入射が可能となっている。中段及び
下段は順方向電流駆動、上段は逆方向駆動とな

っており、順方向電流を逆方向電流駆動で相殺

して純粋なECHも可能としている。ランチャー
内のRF伝搬経路は中性子遮蔽のため、ドッグレ
ッグ構造となっており、8本の導波管から入射
された高周波ビームは2枚のミラーを経て、プ
ラズマに入射される。最後のミラーはポロイダ

ル方向可変であり、プラズマへの入射位置を制

御する。 
アクセス通路を確保するための設計変更につ

いて、2020年に光学設計が終了したことを受け

て、他機器の設計が進んでおり、製作性や性能

を確認するプロトタイプ試験/製作が本格化し
ている。以下、概要を説明する 
① フィードスルー：フロントシールドに冷却水
を供給するフィードスルーは2重管構造をし
ており、放射線透過試験をプロトタイプにて

実施し、欠陥を問題なく検出できることを確

認した。 
② 内部遮蔽体：1m以上の長く細い流路を可能
な限り密に製作する必要があるため、BTA深
穴加工により、どの程度まで流路を近づけら

れるか加工試験を行い、設計に反映させた。 
③ 導波管：冷却のため、2重管となっており、
冷却ジャケットと導波管の流路形成のじゃ

ま板の嵌合0.03mmが可能か確認した。また、
隣り合う導波管同士の距離はわずか30mmで
あり、狭隘部の自動溶接機による溶接を試み、

成功した。 
④ ミラー駆動装置：ミラー駆動装置はITER機
構の要請により欧州ランチャーの原理を採

用しているが、水平ランチャー用に設計をゼ

ロから行っている。駆動機構を構成する、ベ

ローズ、無摺動

ベアリング、コ

イルバネ等を製

作し、その動作

試験を実施、成

功した。 
⑤ 真空シール：
矩形の大型真空

シールであり、

実機と同サイズ

のシールを製作、

試験をし、その

性能を確認する

必要がある。来

年度実施予定。 
 

図 1 大気側（左）と真空容器側（右）からみた水平ランチャー全体図 

③導波管
嵌合確認
狭隘部溶接性確認

④ミラー駆動機構
性能確認

②内部遮蔽体
冷却流路の製作性

⑤真空シール
性能確認

①フィードスルー
非破壊検査の確認
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